
　

　
宇
都
宮
市
議
会
自
由
民
主
党
議
員
会
会
長

の
鎌
倉
三
郎
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
現
在
、
わ
が
会
派
の
26
名
の
議
員
は
、
宇

都
宮
市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、
市
民
の

皆
様
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
与
党
と
し
て
全
力
を
傾
け
日
々

邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
わ
が
会
派
の
活
動
の
状
況
を
広

く
市
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
、
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
・
ご
要
望
等
を
市
政
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
市
民
と
市
議
会
と
の
架
け
橋
と

な
る
「
夢
・
う
つ
の
み
や
」
を
創
刊
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
夢
・
う
つ
の
み
や
」
で
は
、
直
面
す
る

市
政
の
課
題
、
議
会
活
動
、
会
派
活
動
な
ど

を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
政
治
へ
の
関
心
が
低
い
と
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ

の
活
動
の
状
況
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
政
治
へ
の
関
心
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
50
万
市
民
の
負
託
に
応
え
、

幸
せ
で
豊
か
な
生
活
を
市
民
の
皆
様
が
送
れ

る
た
め
に
、
思
い
や
り
の
あ
る
市
政
の
実
現

に
向
け
、
全
力
を
尽
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

宇都宮市議会自由民主党議員会　総会

宇都宮市議会自由民主党議員会では、より多くの市民の皆様の

声を市政に反映させるために、積極的に取り組んでいます。

この「夢・うつのみや」に掲載いたしました記事へのご意

見・ご感想をはじめ、皆様方の声をぜひお聞かせ下さい。

市民に開かれた市議会を目指し、引き続き頑張って参ります。

自
由
民
主
党
議
員
会

　
会
長
　
鎌
倉
三
郎



◎渡辺　道仁　○五月女伸夫

　横松　盛人　　南木　清一

　小野里　豊　　鎌倉　三郎

◎中島　　宏　○岡本　芳明

　小林　紀夫　　金子　和義

　今井　昭男　　中山　勝二

◎阿久津　均　○手塚　順一

　櫻井　啓一　　大貫　隆久

　篠﨑　光男

◎塚田　典功　○舟本　　肇

　阿久津善一　　山崎　守男

◎熊本　和夫　○角田　和之

　手塚　典雄　　浅川　信明

　黒後　　久
（◎リーダー　○サブリーダー）

シティセールス研究部会

地域産業の基盤と競争力の強化研究部会

■
設
置
の
背
景
と
目
的
■

　
近
年
、
日
本
社
会
は
、
急
激

な
少
子
・
高
齢
社
会
、
人
口
減

少
時
代
に
突
入
し
、
地
域
産
業

の
停
滞
、
就
業
率
の
低
下
や
社

会
保
障
費
の
増
大
が
進
み
、
地

域
活
力
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
方
分

権
が
進
展
し
、
地
方
自
治
体
の

自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
原
則

に
よ
り
自
治
体
の
力
量
が
問
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
都
市
間
競

争
は
益
々
激
し
さ
を
増
し
て
き

て
い
ま
す
。

　
地
方
行
政
が
大
き
な
変
革
期

を
迎
え
る
中
、
宇
都
宮
市
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
よ
り
住
み
や

す
く
、
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ

た
都
市
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

基
本
方
向
を
示
す
第
５
次
総
合

計
面
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
宇
都
宮
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
研
究
会
」
は
、
議
員
の
立
場

か
ら
概
ね
10
年
後
の
「
宇
都
宮

の
ま
ち
の
姿
」
を
想
定
し
、
ま

ち
の
魅
力
や
特
性
、
末
来
像
を

考
え
、
将
来
に
向
か
っ
て
持
続

可
能
な
都
市
の
実
現
に
向
け
、

個
別
具
体
的
な
項
目
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
、
議
会
一
般
質
問

及
び
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員

会
等
に
お
い
て
、
執
行
部
に
対

し
問
題
提
起
や
提
言
を
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
概
ね
２
年
間
を

目
途
に
研
究
報
告
書
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
市
民
の
声
が
宇
都
宮
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

次
の
５
つ
の
研
究
部
会
を
設
け

て
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
皆
様
方
の
ご
意
見
・

ご
要
望
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

■
部
会
の
考
え
方
と
研
究

テ
ー
マ
■

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
研
究
部
会

　
少
子
・
高
齢
社
会
、
人
口
減

少
時
代
に
い
か
に
し
て
本
市
の

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り
を
し
て
ど

の
よ
う
に
全
国
に
発
信
す
る
の

か
、
そ
の
方
策
を
研
究
し
ま
す
。

【
具
体
的
テ
ー
マ
例
】

①
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
健

康
で
快
適
に
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
社
会
環
境
づ
く
り

▼
子
育
て
・
子
育
ち
環
境
の

充
実
▼
高
齢
者
が
地
域
づ
く

り
の
主
役
の
一
人
と
し
て
活

躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

②
既
存
社
会
資
本
の
有
効
活
用
、

ま
ち
の
魅
力
づ
く
り

▼
お
も
て
な
し
の
ま
ち
宇
都

宮
の
推
進
▼
宇
都
宮
城
址
公

園
土
塁
内
整
備
事
業
▼
観
光
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
充

実
▼
産
業
観
光
情
報
プ
ラ
ザ

の
整
備
▼
魅
力
あ
る
都
市
景

観
づ
く
り
事
業
の
推
進
▼
宇

都
宮
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
▼
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
地

域
活
力
と
都
市
魅
力
の
創
造

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
活
用
研
究
部
会

　
地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
の

時
代
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
循
環

型
社
会
が
構
築
で
き
る
か
等
の

方
策
を
研
究
し
ま
す
。

【
具
体
的
テ
ー
マ
例
】

①
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
の
構
築

（
家
畜
排
泄
物
、
生
ご
み
、

木
く
ず
、
廃
食
用
油
等
の
資

源
化
・
利
活
用
サ
イ
ク
ル
の

構
築
）

②
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

活
用
研
究
を
通
し
た
循
環
型

社
会
の
構
築

▼
も
っ
た
い
な
い
う
つ
の
み

や
の
推
進
（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

省
資
源
型
行
動
の
促
進
）
▼

地
球
温
暖
化
防
止
策
の
推
進

▼
都
市
緑
化
活
動
の
推
進
、

緑
地
・
樹
林
地
等
の
保
全

地
域
産
業
の
基
盤
と
競
争

力
強
化
研
究
部
会

　
ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
の
進
展
の

時
代
、
い
か
に
し
て
地
域
産
業

の
競
争
力
の
確
保
と
新
時
代
に

求
め
ら
れ
る
新
産
業
の
創
出
を

図
る
か
、
そ
の
方
策
を
研
究
し

ま
す
。

【
具
体
的
テ
ー
マ
例
】

①
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
よ

る
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向

上
②
産
業
面
で
の
知
的
生
産
性
の

向
上

③
地
域
産
業
と
し
て
の
商
・
工
・

農
林
業
の
基
盤
や
競
争
力
の

強
化
▼
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業

集
積
促
進
事
業
▼
企
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
育
成
・
集
積

促
進
事
業
▼
農
業
王
国
う
つ

の
み
や
の
推
進

―
３
Ｐ
へ

シティセールス研究部会



①
「
地
方
分
権
に
お
い
て
議
員
が

果
た
す
べ
き
役
割
」

②
「L

o
w
e
r
-
M
i
d
d
l
e

時
代
の
行
政

の
使
命
」

③
「
地
域
間
競
争
時
代
を
ど
う
生

き
抜
く
か
」

 
 

の
３
点
を
大
き
な
論
点
と
し
、

国
と
地
方
の
役
割
分
担
、
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
地
方
自
治
体
の

運
営
、
他
都
市
と
の
競
争
時
代
に

お
け
る
差
別
化
な
ど
の
現
在
の
地

方
自
治
体
の
状
況
に
つ
い
て
、
国

内
外
の
他
の
都
市
の
分
析
な
ど
を

行
う
こ
と
に
よ
り
現
状
認
識
を
深

め
、
そ
の
上
で
、
今
後
の
本
市
に

お
け
る
様
々
な
面
で
の
課
題
を
詳

ら
か
に
し
、
活
性
化
し
て
い
く
た

め
の
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
、「
新
た
な

基
幹
産
業
創
出
」
、「
豊
か
な
自
然
・

緑
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
た

都
市
の
個
性
の
創
出
」
、「
産
業
を

担
う
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
」
、「
安
全
・
安
心
、
豊
か
な

生
活
都
市
機
能
の
整
備
」
な
ど
に

つ
い
て
討
議
検
討
方
法
に
よ
り
勉

強
会
を
行
っ
た
。

コンパクトシティ研究部会

地域の均衡ある発展を促進する研究会

会派研修会

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
研
究

部
会

　
人
間
回
帰
の
時
代
に
い
か
に

し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
形

成
す
る
こ
と
で
都
市
ア
メ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
が
可
能
か
そ
の
方
策

を
研
究
し
ま
す
。

【
具
体
的
テ
ー
マ
例
】

①
都
市
的
機
能
と
自
然
環
境
が

調
和
す
る
土
地
利
用

②
都
市
拠
点
、
産
業
・
観
光
拠

点
、
地
域
拠
点
や
生
活
拠
点

の
有
効
活
用
や
拠
点
化
の
促

進
（
雀
宮
駅
周
辺
地
域
整
備

等
）

③
情
報
基
盤
の
充
実
や
地
域
の

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

④
総
合
的
交
通
体
系
の
充
実
整

備
（
幹
線
道
路
、
地
域
内
交

通
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
公
共
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
）

風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り

研
究
部
会

　
分
権
型
社
会
の
進
展
の
時
代

に
い
か
に
し
て
ど
の
よ
う
な
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
こ
と
で
風
格

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
か
そ

の
方
策
を
研
究
し
ま
す
。

【
具
体
的
テ
ー
マ
例
】

①
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備

②
市
街
地
再
開
発
事
業
の
促
進

③
関
東
圏
や
東
北
圏
の
主
要
都

市
と
の
広
域
連
携
の
た
め
高

速
道
路
等
の
幹
線
道
路
整
備

充
実
（
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整

備
、
鬼
怒
川
テ
ク
ノ
通
り
等

の
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
）

④
市
民
の
郷
土
へ
の
愛
着
や
誇

り
を
培
う
都
市
の
文
化
を
備

え
て
い
る
成
熟
し
た
ま
ち
づ

く
り

　
本
研
究
会
は
、
本
市
の
合
併

に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
等
に
つ
い
て
、

自
由
民
主
党
議
員
会
に
所
属
す

る
議
員
間
の
情
報
の
共
有
や
相

互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

当
該
課
題
等
を
解
決
す
る
た
め

の
方
策
を
調
査
研
究
す
る
こ
と

に
よ
り
、
も
っ
て
地
域
の
均
衡

あ
る
発
展
の
た
め
の
政
策
形
成

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

平
成
19
年
度
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

 
近
年
の
自
転
車
を
取
り
巻
く
状

況
に
つ
い
て
以
下
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

①
自
転
車
利
用
の
多
様
化
（
自
転

車
の
保
有
台
数
や
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
台
数
は
、
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
、
自
転
車
の
利
用
機
会

が
多
様
化
し
て
い
る
。
）

②
自
転
車
の
種
類
と
販
売
台
数
（
１

店
舗
あ
た
り
の
販
売
台
数
は
、

新
車
全
体
で
は
近
年
微
減
し
て

い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
車
の
販
売

台
数
は
急
増
）

③
自
転
車
乗
用
中
の
死
傷
者
数
の

動
向
（
こ
こ
約
10
年
間
で
約
１
・

２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

死
傷
者
数
は
若
年
層
に
多
く
、

死
者
数
は
高
齢
者
に
多
い
。
）

　
さ
ら
に
、
国
内
外
の
都
市
に
お

け
る
自
転
車
を
中
心
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

世
界
各
地
を
転
戦
し
て
い
る
視
点

か
ら
、
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
若
年
層
の
死
傷
者
事
故
が
多
い

こ
と
に
鑑
み
、
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
自
転
車
の
安
全

教
室
の
重
要
性
と
そ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
本
市
は
、
世
界
で
も
有
数
の
グ

レ
ー
ド
レ
ー
ス
で
あ
る
「
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
」
が
開
催
さ
れ
る
国
内

で
唯
一
の
都
市
で
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
さ
ら
に
、
日
本
初
の
プ
ロ
サ

イ
ク
ル
ロ
ー
ド
チ
ー
ム
が
発
足
す

る
な
ど
、
自
転
車
の
ま
ち
と
し
て

は
、
他
の
都
市
に
類
を
み
な
い
好

条
件
を
そ
ろ
え
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
期

待
し
た
い
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

◎手塚　順一　○櫻井　啓一

　小林　紀夫　　手塚　典雄

　舟本　　肇　　五月女伸夫

　南木　清一

〔オブザーバー〕

　阿久津　均　　浅川　信明
（◎リーダー　○サブリーダー）

つ
ま
び



　平成20年12月１日に、「平成21年度宇都宮市予算編成に関する要望

書」を佐藤市長に、鎌倉会長が手渡し、要望書の趣旨について説明し

ました。南木幹事長、阿久津（均）政務調査会長も同行し、要望書の

内容、平成21年度の予算編成の考え方等について、市長と意見交換し

ました。

　そして、同日市役所記者クラブにおいて、要望書の内容等について

会見しました。

〔要望書の項目〕

１　積極的な行財政運営と安定した財源確保について

（重 点 要 望）①景気対策と投資的経費について

　　　　　　　②行政組織等の効率化の推進

（具体的要望）①行財政改革の推進（４項目）

②財政基盤の確立（３項目）

③電子市役所の推進（３項目）

２　みんなが幸せに暮らせるまちを目指して

（重 点 要 望）①安全・安心で住む人にやさしいまちづくりについて

　　　　　　　②男女共同参画社会の実現によるワークライフバラ

ンスの確立について

③地球温暖化問題への積極的政策について

（具体的要望）①安全・安心のまちづくり（12項目）

②市民生活への支援・充実（14項目）

③保健・医療の充実（19項目）

④高齢者福祉の充実（11項目）

⑤障がい福祉の充実（７項目）

⑥児童福祉の充実（12項目）

⑦環境にやさしいまちづくり（17項目）

⑧公共交通と交通対策について（11項目）

３　みんなに選ばれるまちを目指して

（重 点 要 望）①中心市街地の活性化について

②人にやさしい道づくりの推進

③土地区画整理事業の計画的な推進

（具体的要望）①ゆとりあるまちづくり・住生活の実現（17項目）

②人にやさしい道づくりの推進（14項目）

③観光の振興（16項目）

４　持続的に発展できるまちを目指して

（重 点 要 望）①人間力向上のための教育行政の充実

②持続可能な産業力の強化と充実

③地域内分権を目指した地域力の強化

（具体的要望）①教育力行政の更なる充実について（27項目）

②青少年活動の促進（６項目）

③高等学習・生涯学習の推進（７項目）

④市民文化の振興と宇都宮再発見事業の推進（4項目）

⑤生涯スポーツの振興（８項目）

⑥商業・サービス業・地場産業の振興と雇用の充実（11項目）

⑦農林業の振興（15項目）

⑧市民活動並びに市民生活への支援（７項目）

⑨地域コミュニティー活動拠点等の整備促進（４項目）

　平成21年度宇都宮市予算編成に関する要望書の提出に併せ、「地

域の均衡ある発展を促進する研究会」からも「要望書」を提出しま

した。

〔要望書の項目〕

　①地上デジタルテレビ放送の難視聴地域対策

　②公図混乱地区・箇所の地籍調査対策

　③各種団体の統合問題
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掲載致しました記事だけでなく、市民の皆様が
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